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お 気 を つ け て

物 の 仕 方 の 事 な ん で す 。　
ま ず 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト に 行 く 。

カ ー ト を 選 ぶ 。 普 通 の カ ー ト と カ ー トの 横 に 角 の よ う に 突 き 出 た も の が つ いて い る の が あ る 。 こ れ が 不 思 議 で 好 奇心 に 押 さ れ て

　
先 日 、 勇 気 を 出 し て

（ 買 い 物 に 勇 気 が い る ？ ） こ の 角 の つい た カ ー ト を 使 っ て み た 。 角 の 所 には 、 店 専 用 の タ ブ レ ッ ト 端 末 を 置 く のだ 。 商 品 を 手 に し て は 、 端 末 に か ざし 、 青 白 い 光 が 出 て く る の で そ こ に 商品 の パ ー コ ー ド を か ざ し て ス キ ャ ン する 。 成 功 す る と （ 蒟 蒻 な ど グ ニ ャ グ ニ

　
近 頃 の ス ー パ ー マ ー ケ ッ

ト が 凄 い こ と に な っ て い ます 。 な に が ？

　
今 回 は 買 い

ャ の 物 を 買 う と パ ー コ ー ド が 歪 ん で上 手 く い か な い ） 画 面 上 に 商 品 の 名が 出 て 金 額 が 出 る 。 パ ー コ ー ド の ない 商 品 は 、 画 面 上 の 中 か ら 選 ぶ 。 絵が 出 て く る が 、 各 種 青 野 菜 や 果 物 は判 断 が 難 し い 。 慣 れ な い の で 、 ス キャ ン す る こ と を 忘 れ て 籠 に 入 れ て しま う 。 探 し 出 し て 画 面 と 比 べ て ス キャ ン し た か ど う か 調 べ る 。　
も し 、 ス キ ャ ン し な く て 籠 に 入 れ

て い た ら ど う な る ？ （ 支 払 い は 端 末を 専 用 の 機 械 に か け る だ け で 、 中 の商 品 は 調 べ な い ） 万 引 き に な る のか ？

　
そ う し た ら 初 犯 と い う こ と で

説 諭 だ け で 帰 さ れ る ？

　
警 察 に 引 き

渡 さ れ る の か ？

　
ス ー パ ー は 人 件 費

削 減 の た め か 、 買 い 物 客 が 戸 惑 う 凄い こ と に な っ て ま す 。 気 を 付 け て 。

会 場 の 県 弁 護 士 会 館
階 で 成 立 す る 犯 罪 の こ とを 指 し 、 対 象 犯 罪 は ２ ７７ に も の ぼ る 。 犯 罪 を 計画 し た 時 点 か ら 捜 査 対 象に な る た め 、 日 本 弁 護 士連 合 会 （ 日 弁 連 ） な どは 、  「 捜 査 機 関 が 電 話 やメ ー ル を 傍 受 し 、 防 犯 カメ ラ や Ｇ Ｐ Ｓ を 利 用 す るな ど し て 、 国 民 の 日 常 生活 を 監 視 し 、 個 人 情 報 の取 得 ・ 管 理 す る 事 態 が 横行 す る お そ れ が あ る 」 との 見 解 を 示 し て い る 。　

当 日 は ま ず 、 午 後

1時

半 か ら ３ 時

5 0分 ま で 映 画

「 ス ノ ー デ ン 」  （

1 6年 、

米 ・ 独 ・ 仏 ） の 上 映 会 が開 か れ る 。　

1 3年 に 米 政 府 に よ る 個

人 情 報 監 視 の 実 態 を 内 部告 発 し た 元 Ｃ Ｉ Ａ （ 米 中央 情 報 局 ） 職 員 ・ エ ド ワ

　 「 共 謀 罪 」 を テ ー マ にし た 映 画 上 映 ・ 講 演 会 が
1 8日  （ 土 ）  午 後 １ 時 半 か ら

午 後 ５ 時 半 ま で 開 か れる 。 中 国 地 方 弁 護 士 会 連合 会 と 県 弁 護 士 会 （ 共 謀罪 問 題 プ ロ ジ ェ ク ト チ ーム ） に よ る 市 民 公 開 講 座で 、 会 場 は 、 県 弁 護 士 会館 （ 山 口 市 黄 金 町 ２ ）  。　
２ ０ １ ７ 年 ６ 月 に 、 い

わ ゆ る 共 謀 罪 の 創 設 を 含む 「 改 正 組 織 犯 罪 処 罰法 」 が 成 立 し た 。  「 共 謀罪 」 と は 、 犯 罪 を 行 う こと を 具 体 的 に 合 意 し た 段

ー ド ・ ス ノ ー デ ン の 実 話だ 。 彼 の 告 発 に よ り 、 ＩＴ 大 手 ９ 社 が 、 政 府 に よっ て 進 め ら れ る 個 人 情 報の 収 集 に 協 力 し て い た こと が 発 覚 し 、 世 界 の メ ール 、 Ｓ Ｎ Ｓ 、 通 話 は 、 米政 府 に 監 視 さ れ て い た 実態 が 明 る み に 出 た 。

　
監 督 は オ リ バ ー ・ ス ト

ー ン 、 主 演 は ジ ョ セ フ ・ゴ ー ド ン ＝ レ ヴ ィ ッ ト が務 め た 。　
続 い て 、 午 後 ４ 時 か ら

は 、 海

か い

渡
ど

雄 ゆ う

一 い ち

弁 護 士 が

「 共 謀 罪 と 監 視 社 会 」 をテ ー マ に 、 共 謀 罪 の 問 題点 に つ い て わ か り や す く解 説 す る 。　
海 渡 弁 護 士 は １ ９ ５ ５

年 、 兵 庫 県 生 ま れ 。 東 大法 学 部 卒 業 後 、 弁 護 士に 。 東 京 共 同 法 律 事 務 所に 所 属 し て い る 。 こ れ まで 、 労 働 、 環 境 、 人 権 など 、 社 会 的 な 事 件 に 長 く携 わ っ て き た 。 ２ ０ １ ０年 か ら ２ 年 間 、 日 弁 連 事務 総 長 を 務 め 、

1 1年 に 米

「 フ ォ ー リ ン ポ リ シ ー 」紙 「 世 界 の １ ０ ０ 人 」 にも 選 ば れ た 。 近 年 は 、 盗

聴 法 や 、 依 頼 者 密 告 制度 、 共 謀 罪 な ど の 問 題 にも 「 弁 護 士 と し て 見 過 ごす こ と が で き な い 」 と 、積 極 的 に 取 り 組 ん で いる 。 日 弁 連 「 秘 密 保 護法 ・ 共 謀 罪 問 題 対 策 本部 」 副 本 部 長 を 務 め 、 共謀 罪 法 案 を 反 対 す る 学 習会 で は 度 々 基 調 報 告 を 行っ て き た 。　 　

◇
　 　

◇
　 　

◇

　
視 聴 ・ 聴 講 は 無 料 で 、

事 前 の 申 し 込 み も 不 要 。参 加 希 望 者 は 、 当 日 会 場に 行 け ば 入 場 で き る が 、
3 5人 （ 先 着 順 ） の 定 員 に

達 し 次 第 、 受 け 付 け は 終了 さ れ る 。　
問 い 合 わ せ は 、 山 口 県

弁 護 士 会 ・ 共 謀 罪 問 題 プロ ジ ェ ク ト チ ー ム 代 表 のか わ も と 法 律 事 務 所 （

☎

０ ８ ２ ７

－

３ ０

－

８ ８ ７

７ ） へ 。

「 共 謀 罪 」  に  つ  い  て 弁 護 士 会 に よ る 公 開 講 座

「 ス ノ ー デ ン 」  上 映 と 海 渡 弁 護 士 講 演

1 8 日

映 画 上 映

講 演 会
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調 を 停 止 し て いた の で あ る 。

　
巡 り 合 わ せ の 妙 に 感 謝

し つ つ 告 白 す る と 、 こ んな 時 期 に 空 調 が 止 ま っ てい る と 、 当 然 の よ う に 寒い 。 現 在 、 私 は 長 袖 ヒ ート テ ッ ク シ ャ ツ に 、 薄 手の セ ー タ ー を 着 こ み 、 ダウ ン ジ ャ ケ ッ ト の 薄 手 と厚 手 を 重 ね 着 し た 上 で 、ズ ボ ン の 上 に オ ー バ ー パン ツ を 履 い て こ の 原 稿 を
書 い て い る 。 マ フ ラ ー も 巻い て い る が 、 手 は 冷 た い 。　

い つ も 展 示 室 の 測 定 に 使
っ て い る 、 フ ィ ン ラ ン ド 製デ ジ タ ル 温 湿 度 計 で 、 私 の周 辺 を 計 測 し て み た 。　 　

湿 度

6 0・ ７ ％

　 　

気 温 ９ ・ ８ ℃

　
時 々 、 腕 立 て 伏 せ や う さ

ぎ 跳 び を し な い と 、 我 慢 でき な い 寒 さ で あ る 。

　
先 日 、 我 が 家 （ マ ン シ ョ

ン ） の 配 水 管 が 凍 結 し 一 時的 に 断 水 と な っ た 。 全

5 2世

帯 の う ち 我 が 家 だ け 。 不 幸中 の 幸 い  （ ？ ）  と 、 と ら え るべ き な の だ ろ う か 。　
不 幸 中 の 幸 い と 言 え ば 、

美 術 館 屋 上 の 空 調 機 器 用 配水 管 の 一 つ が 凍 結 し 、 破 裂し た 。 開 館

4 4年 目 に し て 初

め て で あ る 。 と は い え 、 そも そ も 、 そ の 空 調 機 器 の 改修 工 事 の た め に 休 館 し 、 空 美 術 館 は 休 館 中（ そ  の  ２  ）

県 立 美 術 館 副 館 長　 　 　 　 　 　 　

河 野

　
通 孝

美 術 館 で 使 用 し て  い  る 、  正 確無 比 な デ ジ タ  ル 温 湿 度 計

レ ノ フ ァ 山 口 Ｆ Ｃ キ ャ プ テ ン

佐
さ

藤 とう

　
謙 けん

介 すけ

さ ん

1 9 8 9  年 埼 玉 県 生 ま れ の  3 4  歳 。 中 央 大 卒
業 後  2 0 1 1  年 に プ ロ 入 り し 、 2 0  年 ま で の
1 0  年 間 横 浜  F C  に 所 属 し た 。 2 1  年 に レ ノ
フ ァ 山 口  F C  に 加 入 。 ポ ジ シ ョ ン は  M F  で 、
精 度 の 高 い パ ス 出 し を 得 意 と す る 。 帰 宅
後 は わ が 子 と 遊 ぶ “ イ ク メ ン” 。
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今 年 １ 月 、 レ ノ フ ァ 山

口 Ｆ Ｃ の ２ ０ ２ ３ シ ー ズン キ ャ プ テ ン に 就 任 した 。

1 8日  （ 土 ）  に 大 宮 ア ル

デ ィ ー ジ ャ と 対 戦 す る ホー ム 開 幕 戦 を 目 前 に 「 わく わ く し て い る 。 キ ャ プテ ン と し て チ ー ム を ど こま で 引 っ 張 っ て い け るか 、 自 分 自 身 へ の 期 待 もあ る 」 と 意 気 込 み を 見 せる 。　
昨 シ ー ズ ン 後 は 多 く の

ベ テ ラ ン 勢 が チ ー ム を 離れ た が 「 彼 ら か ら 教 わ った り 、 経 験 さ せ て も ら っ

た り し た こ と を 若 い 選 手 に伝 え る の が 役 割 」 と 話 す 。　
今 後 に つ い て 「 レ ノ フ ァ

山 口 Ｆ Ｃ の 存 在 が も っ と 地域 に 根 付 き 、 山 口 の 人 に とっ て 生 活 の 一 部 の よ う に なれ ば 」 と 、 イ ベ ン ト な ど を通 じ た 触 れ 合 い も 重 要 視 して い る 。　
移 住 ２ 年 、 山 口 の 印 象 に

つ い て 「 温 か い 人 が 多 い 。公 園 が 多 く 子 育 て し や す い場 所 」 と い う 。　
「 成 功 者 よ り も 価 値 あ る

人 間 に 」 を 座 右 の 銘 と する 。
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受 験 の 季 節 と な っ て き ま し

た 。 受 験 生 の 皆 さ ん は ラ ス ト スパ ー ト の 時 期 の こ と と 思 い ます 。 深 夜 ま で 勉 強 を し て い ると 、 眠 気 対 策 に コ ー ヒ ー や 最 近で は エ ナ ジ ー ド リ ン ク な ど に 頼る こ と も あ る か も し れ ま せ ん 。し か し 、 こ れ ら の 飲 料 に 含 ま れる カ フ ェ イ ン は 、 摂 り す ぎ て しま う こ と で 健 康 上 の 懸 念 が あ ると さ れ て い ま す 。

　
カ フ ェ イ ン は 、 コ ー ヒ ー 豆 、 茶 葉 な ど に 含 ま れ て お り 、 日 常 的 に 摂 取

さ れ て い る 成 分 で す 。 し か し 、 カ フ ェ イ ン を 過 剰 に 摂 取 し た 場 合 、 め まい ・ 心 拍 数 の 増 加 ・ 興 奮 ・ 不 安 ・ 震 え ・ 不 眠 な ど の 症 状 、 下 痢 ・ 吐 き 気な ど の 症 状 が 現 れ る こ と が あ り ま す 。 妊 婦 が 高 濃 度 の カ フ ェ イ ン を 摂 取し た 場 合 に 、 胎 児 の 発 育 を 阻 害 （ 低 体 重 ） す る 可 能 性 が あ る こ と が 報 告さ れ て い ま す 。

■
お 問 い 合 わ せ ・ 受 付

０ ８ ３ ・ ９ ３ ４ ・ １ ２ ５ ５（ 一 社 ） や ま ぐ ち 食 の 安 心 ・ 安 全 研 究 セ ン タ ー（ 山 口 市 小 郡 上 郷 流 通 セ ン タ ー 西 １ ０ ９ ０ １
－

2 1）

施 設 見 学  ・  出 前 講 座随 時 受 付 中 で す ！

カ フ  ェ  イ ン の 摂 り す ぎ に気 を 付 け ま し ょ う（  一  社 ）  や ま ぐ ち 食 の 安 心  ・  安 全 研 究 セ ン タ ー だ よ り

▲  詳  し く は  こ ち ら

　
コ ー ヒ ー や お 茶 を 飲 み す ぎ な い よ う に 注 意 し ま し ょ う 。 特 に 、 エ ナ ジ

ー ド リ ン ク や 眠 気 覚 ま し 用 の サ プ リ メ ン ト に は 、 一 般 的 な 食 品 に 使 用 され る 量 よ り も 多 め に カ フ ェ イ ン が 使 用 さ れ て い る 可 能 性 が あ る の で 注 意が 必 要 で す 。 ま た 、 妊 婦 や 子 ど も は 「 カ フ ェ イ ン ゼ ロ 」 や 「 カ フ ェ イ ンレ ス 」 と い っ た も の を 飲 む よ う に し ま し ょ う 。　
コ ー ヒ ー や 緑 茶 に は 病 気 に よ る 死 亡 リ ス ク を 低 下 さ せ る と の 報 告 も あ

り ま す 。 カ フ ェ イ ン を 含 む 食 品 を 一 括 り に 危 険 と 考 え る よ り 、 適 度 な 量を 摂 取 す る よ う に 心 が け ま し ょ う 。  カ フ  ェ  イ ン と は カ フ  ェ  イ ン の 摂 り す ぎ を 防 ぐ た め に

 １ 行 記 事　 き ょ う １ ５ 日 、 Ｊ Ａ に よ る 農 産 物 直 売 所 「 ぶ ち え え 菜 山 口 店 」（ 山 口 市 維 新 公 園 ３ ） で 山 口 県 産 い ち ご フ ェ ア が 開 催 。 毎 月 １ ５ 日 の ポ イ ン ト ５ 倍 デ ー と も 重 な る 。
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

原 千 晶 さ ん

講 師 の 今 村 主 税 さ ん

　

 

2 2 日

（ 水 ）  午 後６ 時 から 、 県 労働 者 福 祉文 化 中 央会 館 （ 山口 市 緑 町３ ） で 、Ｓ Ｄ Ｇ ｓに つ い ての セ ミ ナー が 開催 。 受 講

つ い て 知 る こ と が で きる 。　
講 師 を 務 め る の は 、 県

立 大 看 護 栄 養 学 部 の 今 村主 税 准 教 授 。 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人フ ー ド バ ン ク 山 口 理 事 長や 温 暖 化 と め る っ ち ゃ ネッ ト ワ ー ク や ま ぐ ち （ 山口 市 地 球 温 暖 化 対 策 地 域協 議 会 ） 代 表 な ど を 務 める 今 村 准 教 授 が 、 Ｓ Ｄ Ｇｓ に つ い て わ か り や す く話 す 。　
入 場 無 料 で 事 前 申 し 込

み も 不 要 。  「 貧 困 や 飢 餓や 暴 力 を 撲 滅 し 、 地 球 環境 を 壊 さ ず に 経 済 を 持 続可 能 な 形 で 発 展 さ せ 、 人権 が 守 ら れ て い る 世 界 を実 現 す る た め 、

〝
ま ず 、

私 た ち が で き る こ と 〞 を本 セ ミ ナ ー を 通 し て 一 緒に 学 ん で い こ う 」 と 、 同協 議 会 の 村 田 将 也 さ ん（

０ ９ ０

－

５ ７ ０ ２

－

９ ９ ６ ０ ）  。

︻ フ ル ー ト ・ サ ッ ク ス ・オ カ リ ナ 生 徒 募 集 ︼

無 料

体 験 レ ッ ス ン 有 。 楽 器 無で も Ｏ Ｋ ！ 初 心 者 歓 迎 。☎
０ ８ ３ ６ ３ ５ ８ ２ ３ ４

︻ 催 場 ︼ ~

1 9日  ︵ 日 ︶  :

人

間 国 宝 陶 芸 展 、 大 呉 服 市【
美 術 ギ ャ ラ リ ー ︼ ~

2 1

日  ︵ 火 ︶  :

英 国 に 風 景 を 求

め て

　
山 本 正 英 洋 画 展

者 が 募 集 さ れ て い る 。 主催 は 山 口 地 区 労 働 者 福 祉協 議 会 。 勤 労 者 を 取 り 巻く 問 題 に 関 す る 知 識 と 理解 を 深 め て も ら お う と 、毎 年 １ 回 、 さ ま ざ ま な テー マ で セ ミ ナ ー や 講 演 会を 開 催 し て い る 。　
今 回 の テ ー マ は 「 今 さ

ら 聞 け な い 『 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 』に つ い て 」  。 ２ ０ １ ５ 年９ 月 の 国 連 サ ミ ッ ト で 、
「 持 続 可 能 な 開 発 目 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ）  」 が 全 会 一 致

で 採 択 さ れ て ８ 年 。 Ｓ ＤＧ ｓ に つ い て 「 身 近 で よく 耳 に す る け ど 一 体 ど うい う も の ？ 」  「 ど の よ うな 取 り 組 み を し た ら い いの ？ 」 な ど 、  〝 今 さ ら 聞け な い 〞 基 礎 的 な 内 容 に

　
子 宮 頸 が ん に つ い て よ

り 知 っ て も ら お う と 「 みん な で 防 ご う

　
子 宮 頸 が

ん ｉ ｎ や ま ぐ ち 」 が 、

2 5

日  （ 土 ）  午 後 １ 時 半 か ら ４時 ま で 、 県 総 合 保 健 セ ンタ ー （ 山 口 市 吉 敷 下 東３ ） で 開 か れ る 。　
ま ず 、  「 子 宮 頸 が ん を

予 防 し よ う 」 を テ ー マに 、 山 口 大 医 学 部 附 属 病院 総 合 周 産 期 母 子 医 療 セン タ ー の 末 岡 幸 太 郎 准 教授 が 講 じ る 。　
続 い て 、 女 優 で タ レ ン

ト の 原 千 晶 さ ん が 「 子 宮頸 が ん を 体 験 し て … 」 の演 題 で 講 演 。 自 身 の 闘 病体 験 談 、 が ん の 予 防 や 後遺 症 に 関 す る こ と 、 検 診の 大 切 さ に つ い て 話 す 。　
最 後 に 、 子 宮 頸 が ん 予

防 を テ ー マ に し た パ ネ ルデ ィ ス カ ッ シ ョ ン が あ

る 。 パ ネ リ ス ト は 、 末 岡准 教 授 、 原 さ ん 、 武 田 陽子 さ ん （ 子 宮 頸 が ん 罹 患者 ）  、 船 崎 美 智 子 さ ん（ が ん 患 者 遺 族 ）  、 清 水 佳子 さ ん （ 検 診 機 関 の 保 健師 ） の ５ 人 。　
ま た 、 会 場 の 入 口 横 で

は 、 子 宮 が ん 検 診 車 も 展示 さ れ 、 自 由 に 見 学 す るこ と が で き る 。　
参 加 は 無 料 だ が 、 事 前

申 し 込 み が 必 要 で 、 定 員は 先 着 ２ ０ ０ 人 。 希 望 者は 、 電 話 （

☎
０ ８ ３

－

９

３ ３

－

０ ０ ０ ８ 、 ダ イ ヤ

ル イ ン ５ 番 ） ま た は ウ ェブ サ イ ト （
https://

w
w

w.

yobou.or.jp/

） か ら 申 し 込

む 。 締 め 切 り は

2 0日

（ 月 ）  。　
「 子 宮 頸 が ん に つ い て

の 正 し い 知 識 や 予 防 法 を知 る き っ か け に し て 」 と主 催 の 県 予 防 保 健 協 会 。

学
　 　

ぶ

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

次 回 は 2 月 2 2 日 掲 載

「 S D G s 」 を 基 礎 か ら 学 ぶ セ ミ ナ ー
私  た ち が  で き る こ と と は ？

2 2日

原 千 晶 さ ん 講 演 も

「 み ん な で 防 ご う

 

子 宮 頸 が ん 」

2 5 日

 １ 行 記 事　 新 発 見 資 料 ２ 点 が 、 中 原 中 也 記 念 館 （ 山 口 市 湯 田 温 泉 １ ） で き ょ う １ ５ 日 か ら １ ９ 日 （ 日 ） ま で 初 公 開 。 詩 「 朝 の 歌 」 自 筆 原 稿 と 瀧 口 武 士 宛 書 簡 （ は が き ） だ 。



2 0 2 3 年 （ 令 和 ５ 年 ） ２ 月 １ ５ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


